
ＧＰＡ制度に基づく成績評価について 
 

１   成績評価と GPA 制度 
 
（1） 成績評価 

成績は「秀・優・良・可・不可（S・Ａ・Ｂ・Ｃ・D）の５段階で
評価されます。 

 
（2） GPA（Grade Point Average） 

ＧＰＡは、成績評価の平均点のことを指します。成績評価
を受けた授業科目毎の５段階評価を４から０までの点数
（ＧＰ：Grade Point）に置き換えて、次の計算方法により
算出されます。 

 
ＧＰＡ ＝ （成績評価を受けた授業科目のＧＰ(a)×当該授業科目の単位数(b)）の合計 

成績評価を受けた授業科目の単位数の合計  
 

【GPA の計算例】 
 

授業科目名 
成績 
評価 

ＧＰ（ａ） 単位数（b） ａ×b 

○○概論 秀 4 2  8 

○○学 優 3 2  6 

□□演習 不可 0 2  0 

△△実験 可 1 1  1 

計   7 15 
 
  

 
■ ＧＰＡの対象とならない科目 

・自由科目、資格取得関係科目等 
卒業（修了）要件単位数に含めることができない授業科目 

・編入学等で単位認定を受けた科目 
５段階の成績評価によらない授業科目 

 
■ ＧＰＡは、それぞれ成績評価を受けた学期ごとの「学期ＧＰＡ」と入学時から当該学期までの「通算 

ＧＰＡ」に区分されます。成績開示とともに成績原簿で確認できます。 
 

■ 過去に「不可」の成績評価を受けた科目であっても、その後に単位取得すれば、単位取得した
評価に応じたＧＰに基づいて（「不可」の評価を「上書き」して）通算ＧＰＡを算出します。 
 

■ ＧＰＡの活用方法 
・留学時の成績基準 
・授業料減免や各種奨学金の対象者決定、特待生の選考等 
・配属学科の決定や、履修科目登録単位数の特例に係る成績優秀者の認定、 
早期卒業の判定等［情報科学部のみ］ 

  

２   履修取消制度 
 

履修登録取消制度とは、いったん履修登録を確定させた授業科目の一部（または全部）について、履修登録を取り消
すことができる制度です。履修登録をして授業に出たものの、授業の内容が自分の勉強したいものと違っていた、授業
に対する知識が不足していることに気付いた、学修時間を確保するために履修科目数を減らしたい、といった場合には、
履修登録取消期間内（履修関係資料「履修について」参照）に所定の手続きを行うことで、特定の授業科目の履修登
録を取り消すことができます。手続きの詳細は、別途お知らせします。 
  

 
■ 履修取消の手続きを行わず、自ら履修を放棄した場合は、GPA にマイナスの影響を及ぼしますの

で、注意してください。 
■ 病気・事故等やむを得ない事情がある場合、履修取消期間以降においても履修取消を認めること

があります。 
 

評価 評点 GP  

秀 （S） 90-100 点 ４  

優 （A） 80-89 点 ３  

良 （B） 70-79 点 ２  

可 （C） 60-69 点 １  

不可 （D） 
0-59 点 
未受験を含む 

０ 
 

合格 

ＧＰＡ ＝ 15 ÷ 7 ＝ 2．14 
分子… a×b の合計＝15 
分母… 成績評価を受けた授業科目の総単位数＝7 

不合格 


